
【機械・ロボット科 建築・電気科電気コース3年】 

課題研究 交通安全看板の作製 完結 
 

機械・ロボット科と建築・電気科電気コース 3年生課題研究の看板作製班は江津高校・江津警察署と

協働して「高齢者交通安全・防犯はつらつモデル地区」の象徴となるモニュメントを作製しました。 

 今回は 11月１２日に渡津地域コミュニティー交流センターにおいて江津市交通安全協会に贈呈させて

いただいた「高齢者交通安全・防犯はつらつモデル地区」モニュメントの追加作業を行いました。 

贈呈式の時点ではむき出しだったアルミ板に本校のスクールカラーにちなんでオレンジ色のカッティン

グシートを貼り付け、レーザー加工機で作製した木製のプレートを取り付けました。 

今回の作業でモニュメントも更にパワーアップし、完成しました。 

このモニュメントを見かけられた方が交通安全や犯罪被害防止について改めて考えていただくきっかけ

になればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者交通安全・防犯はつらつモデル地区」モニュメント 

江津工業高校・江津高校・江津警察署が協働して作製しました。原画は邇摩高校のＡｉｔｏさんが描かれ

た塵倫です。人が近づくとスイッチが入り、鬼の目や背景が輝くとともに、鬼囃子と交通安全を訴えるＬＥ

Ｄメッセージが流れます。ボタンを押すと鬼の声で交通安全を訴えます。 

渡津地域コミュニティー交流センターに設置されていますので、ぜひ、ご覧ください。 

今後、このモニュメントは江津市内の「高齢者交通安全・防犯はつらつモデル地区」に指定された地域の

コミュニティー交流センターに移動して設置されます。 
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